










歯原型へ適合,接 着 させた。接着 した試料は包埋
し,咬合面の中央部を歯軸方向に縦に切断 し,断






製作 した場合,セ ラ ミックコーピングは,Tiコー
ピ ング と比較 して大 きな値 を示 した。 また,
GN-1ではセラミックコーピングはTiコー ピング




大 きく,GN-1では軸面 と咬合面の隅角部で最 も





の質疑があり,い ずれも申請者か ら的確 な回答が
得 られた。また,委 員会の指摘により,1)緒 言,
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セラ ミックスを切削加工 して製作 したコーピング
の適合精度を,セメン トスペース(以下スペーサー
とする)と の関連について検討 したものである。







台状金型 を用いた。 この支台歯金型に対 し,付加
型シリコーンゴム印象材にて精密印象 を採得 した。
この印象面 に ポ リエ ステル 系樹脂 を注入 し,
0.2MPaで60分間加圧 し,硬化 させた ものを支台
歯原型 とした。支台歯原型 は各条件5個,合 計
60個製作 した。なお,完 成 した支台歯原型を,適
合精度測定用として実験 に供 した。製作 した支台
歯原型すべてに対 して,支 台歯原型の製作 と同様
の方法で印象採得 を行い,そ れぞれのCAD/CAM
システムに対応 した硬質石膏で支台歯模型 を製作
